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１　新学習指導要領の改訂で押さえたいポイント
平成29年に告示された新学習指導要領において，音楽科の目標は次のように示された。

表現及び鑑賞の活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の
音や音楽と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴　曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに，表したい音楽表現
をするために必要な技能を身に付けるようにする。
⑵　音楽表現を工夫することや，音楽を味わって聴くことができるようにする。
⑶　音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する
感性を育むとともに，音楽に親しむ態度を養い，豊かな情操を培う。

音楽科で育成を目指す資質・能力が「生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力」
と規定され，「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の三つ
の柱で整理された。それによって，児童が教科としての音楽を学ぶ意味が明確になった。学年
の目標についても，教科の目標の構造と合わせて，三つの柱で整理された。
また，内容構成については従来と同様に，「A 表現」「B 鑑賞」及び〔共通事項〕で構成された。

指導する内容自体について大きな変更はなかったものの，「思考力・判断力・表現力等」，「知識」，「技
能」の資質・能力に対応するように構成され，それによって，指導すべき内容が一層明確にな
っている。移行期においては，これらの点をきちんと踏まえながら，自らの授業について振り返り，
指導の改善を図っていく必要がある。

２　新学習指導要領の全部又は一部を実施できる
平成30・31年度は移行期に当たり，音楽科の指導に当たっては，

現行小学校学習指導要領 第２章 第６節の規定にかかわらず，その全部又は一部につ

いて新小学校学習指導要領 第２章 第６節の規定によることができる。
（文部科学省告示第九十三号）

としている。

新学習指導要領の基本方針や趣旨を踏まえた授業改善を計画的，段階的に進めながら，授業
の内容を考えていくことが重要である。特に音楽科においては，指導する内容については現行
学習指導要領からの変更がほぼなく，学年度の学習すべき内容に支障を来さないため，容易に
移行が可能であるといえる。現行の教科書を使いながらも，「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向けた授業改善に取り組むようにしたい。

３　学習評価は現行の観点で進める
移行期における学習評価については，新学習指導要領の内容で指導をしても，現行の評価規

準の観点を用いることに留意する必要がある。ただし，新学習指導要領が全面実施となる2020

年度には「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点で評価
する方向で検討が進んでいる。その点も視野に入れておくことが大切である。

　移行期の指導に当たって
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１ 「我が国や郷土の音楽」の学習についての改訂の基本的な考え方
中央教育審議会答申に示された，音楽科における成果と課題を踏まえた改訂の基本的な考え方

は，次の３点である。

・音楽に対する感性を働かせ，他者と協働しながら，音楽表現を生み出したり音楽を聴

いてそのよさなどを見いだしたりすることができるよう，内容の改善を図る。

・音や音楽と自分との関わりを築いていけるよう，生活や社会の中の音や音楽の働きに

ついての意識を深める学習の充実を図る。

・我が国や郷土の音楽に親しみ，よさを一層味わうことができるよう，和楽器を含む我

が国や郷土の音楽の学習の充実を図る。
小学校学習指導要領（平成29年告示）解説「音楽編」（以下「解説」）p.6

我が国や郷土の音楽の学習に関する部分では，上記の３点目の考え方を踏まえて改訂され，新

学習指導要領の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」においては，次の２点が示された。

新学習指導要領では，表現領域の楽器の取扱いにおいて，これまで第５

学年及び第６学年において取り上げる旋律楽器として例示されていた和楽
器が，第３学年及び第４学年の例示にも新たに加えられた。
和楽器を取り上げる際は，児童が無理なく取り組むことができ，我が国

の音楽のよさを感じ取れるよう，児童や学校の実態に応じて選ぶことが大
切である。

我が国や郷土の音楽の指導に当たっての配慮事項として，「音源や楽譜

等の示し方，伴奏の仕方，曲に合った歌い方や楽器の演奏の仕方などの指

導方法の工夫」が新たに示された。

(3) 我が国や郷土の音楽の指導に当たっては，そのよさなどを感じ取っ

て表現したり鑑賞したりできるよう，音源や楽譜等の示し方，伴

奏の仕方，曲に合った歌い方や楽器の演奏の仕方などの指導方法

を工夫すること。

この配慮事項のポイントは「そのよさなどを感じ取って表現したり鑑賞
したりできるよう」の部分である。「解説」p.128〜129では，縦方向に書
かれた楽譜や，音の高さや長さ，歌い方の抑揚などを文字や線で簡易的に

示した楽譜を用いることなどが例示された。指導に当たっては，知識や技

能の習得に偏ることなく，人々の生活や文化と関わって伝承されてきた我

が国や郷土の音楽のよさなどを十分に感じ取って表現したり鑑賞したりで

きるように工夫することが大切である。

旋律楽器の例示と
しての和楽器を
中学年にも加える

配慮事項に
指導方法の工夫を
新たに例示する

１　「我が国や郷土の音楽」に関する改訂の要点
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２　学習指導要領における「我が国や郷土の音楽」の学習
児童の生活や社会には様々な音や音楽が存在し，それらは人々の生活に関わっている。そうし

た音や音楽との関わりを児童自らが築き，生活を豊かにしていく資質・能力を育成することは音

楽科の重要な役割の一つである。また，身の回りの音や音楽に目を向け，それらの働きに気付い

たり，生活や社会にある音や音楽に親しんだりしながら，音楽文化を継承，発展，創造していこ

うとする態度の素地を育成することは，音楽を教科として学ぶ意義ともいえよう。

ここからは，小学校の学習指導要領及びその解説の中で，我が国や郷土の音楽の学習について

触れられている部分を抜粋しながら，学習を進めるためのポイントを押さえていきたい。

新学習指導要領の「第3 指導計画の作成と内容の取扱い」の２(4)には，

 各学年の「A表現」の (1) の歌唱の指導に当たっては，次のとお

り取り扱うこと。

 ア　歌唱教材については，我が国や郷土の音楽に愛着がもてるよう，

共通教材のほか，長い間親しまれてきた唱歌，それぞれの地方に

伝承されているわらべうたや民謡など日本のうたを含めて取り上

げるようにすること。

と示されている。

このアの事項は，歌唱教材として，唱歌やわらべうた，民謡など日

本のうたを選択する観点について示したものである。わらべうたや民

謡，日本古謡は，我が国の伝統的な音感覚に根ざした音楽であり，共

通教材として取り上げられているものも，古くから親しまれ，比較的

広い範囲で歌われてきたものである。

こうした日本のうたのもつよさや楽しさは，それぞれの土地に伝承

され親しまれてきたものにこそ，味わいのあるものが多く見られるた

め，各学校や児童の実態に合った教材を選び，指導を工夫していくこ

とが求められる。

今回，新たに示された，「我が国や郷土の音楽に愛着をもてるよう」
配慮するという観点を踏まえながら，日本のうたを取り上げるように

したい。

また，中学年及び高学年のＡ 表現（１）の歌唱分野における「技能」

ウ（イ）において，「呼吸及び発音の仕方に気を付けて，自然で無理

のない，響きのある歌い方で歌う技能」について，「解説」では，「民

謡を歌う際には，範唱の歌い方に近づけるように歌い方を試したりす

るなど，声の使い方や言葉の発音を意識しながら歌うように働きかけ

ることが考えられる。」と示されている。（下線部は高学年の内容）

１　「我が国や郷土の音楽」に関する改訂の要点

歌唱の指導に
関すること
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まず，打楽器の取り上げ方について確認すると，新学習指導要領の「第

3 指導計画の作成と内容の取扱い」２(5) において，全学年まとめて

示されている。

ア　各学年で取り上げる打楽器は，木琴，鉄琴，和楽器，諸外国に伝

わる様々な楽器を含めて，演奏の効果，児童や学校の実態を考慮し

て選択すること。

児童や学校の実態を考慮して取り上げる必要はあるが，和太鼓や音具

類などの和楽器，諸外国に伝わる様々な打楽器についても，他の打楽器

と同様に各学年を通じて取り扱うよう心掛けることが求められている。 

次に，旋律楽器について確認してみよう。（イの低学年は省略）

ウ　第３学年及び第４学年で取り上げる旋律楽器は，既習の楽器を含

めて，リコーダーや鍵盤楽器，和楽器などの中から児童や学校の実

態を考慮して選択すること。

エ　第５学年及び第６学年で取り上げる旋律楽器は，既習の楽器を含

めて，電子楽器，和楽器，諸外国に伝わる楽器などの中から児童や

学校の実態を考慮して選択すること。

先述のとおり，現行の学習指導要領で，高学年で取り上げる旋律楽

器として例示されていた和楽器が，新学習指導要領では，中学年から

例示されるように変わっている。

ここで大切なのは，児童や学校の実態に応じながら，児童が無理な
く取り組むことができ，我が国の音楽のよさを感じ取れる和楽器を選
ぶことである。
授業の中で，「和楽器の演奏の学習を，いつ，どんな教材で，どの

ように取り入れるのか」について検討するようにし，「学習を進める

うえで十分な数の楽器を確保することができるか」，「地域の演奏家な

どに指導者としてご協力いただける方がいるか」など，教材や学習環

境の整備についても調査・検討を進めておきたい。

なお，中学年で取り上げる器楽教材は，簡単な重奏や合奏などの曲

を主に取り扱うことになっているが，和楽器を用いた器楽教材では，

斉奏の曲を扱うことが考えられると示されている。

音楽づくりの指導に当たっては，新学習指導要領の「第3 指導計画

の作成と内容の取扱い」２(6) において示されており，エの項目には，

我が国の民謡などに見られる拍のないリズムや，わらべうたや民謡な

どに見られる我が国の音楽に使われている音階を，児童の実態に応じ

て取り上げる観点が示されている。こうしたリズムや音階を基に，音

楽の仕組みを用いながら音楽をつくっていく中で，児童が我が国や郷

土の音楽に自然に親しんでいくことができるように配慮したい。

器楽の指導に
関すること

音楽づくりの
指導に関すること
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鑑賞の指導に当たっては，我が国や郷土の音楽のよさなどを感じ取っ

て鑑賞することができるように，音源の示し方などの指導方法を工夫

することが求められている。

鑑賞の学習で取り上げる教材選択の観点としては，現行の学習指導

要領とほぼ同じ内容で，「解説」の中では次のように示されている。

我が国や郷土の音楽が，児童にとって身近なものとなるように，教

科書に掲載されている教材だけではなく，地域や学校の実態に合う教

材を取り上げることができるよう，日頃から地元のお祭や民謡などに

ついてもアンテナを張っておくようにしたい。

今回の改訂では，幼稚園・保育園等においても，我が国や郷土の音楽の扱いの充実がみられる。

例えば，平成29年に告示された幼稚園教育要領の「環境」の内容の取扱いの部分において以下

のとおり示された。

(4) 文化や伝統に親しむ際には，正月や節句など我が国の伝統的な行事，国歌，唱歌，わら

べうたや我が国の伝統的な遊びに親しんだり，異なる文化に触れる活動に親しんだりする

ことを通じて，社会とのつながりの意識や国際理解の意識の芽生えなどが養われるように

すること。

また，中学校や高等学校においても，我が国や郷土の伝統音楽に親しみ，よさを一層味わえる

ようにしていくことについては，更なる充実が求められている。幼稚園・保育園等→小学校→中

学校→高等学校の各段階で我が国や郷土の音楽に触れることは，我が国の伝統や文化の理解を深

めることにつながる。

そうした学習体験は，他国の音楽・文化への興味・関心を引き出し，それらを尊重しようとす

る意識を育むことにもつながるだろう。我が国や郷土の音楽の独自性や諸外国の音楽や文化の多

様性を学ぶことは，グローバル化を迎えている現代において，欠かすことのできないものとなっ

ている。こうした点を踏まえながら，2020年4月の全面実施に向けた準備を整えていきたい。

鑑賞の指導に
関すること

「解説」に示された教材選択の観点

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

我が国や諸外国の音楽を身
近に感じることができるわら
べうたや遊びうた

（「解説」p.55）

箏
そう（こと）

や和太鼓の音楽など和楽
器の音楽を含めた我が国の音
楽，わらべうたや民謡，祭り
囃
ばや

子
し

など生活している地域な
どで親しまれている郷土の音
楽，諸外国で親しまれ伝えら
れている民謡など，児童にとっ
て興味・関心をもちやすく，
人々の生活との関わりを捉え
やすい音楽

（「解説」p.84）

多くの人々に親しまれてい
る，我が国の音楽の特徴を捉
えやすい和楽器による音楽，
雅楽，歌舞伎，狂言，文楽の
一場面などの我が国の音楽，
民謡，祭り囃子などの郷土の
音楽，諸外国の音楽など，我
が国の伝統や文化への理解を
深め，諸外国の文化への興味・
関心をもたせる音楽

（「解説」p.113）
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１年生の歌唱の学習で，わらべうたを取り上げる
●題材７「にほんの うたを たのしもう」（p.52〜55）
わらべうたは，子供の遊びや親子の会話の中で生まれ伝わってきたものである。だからこそ，

日本人がもっている音の感覚に根ざした音楽だともいえる。いろいろな遊びの歌があり，さらに

歌い継がれてきた地域によって，いろいろな歌い方，遊び方があるのも特徴の一つである。

本題材には，１人で絵を描きながら歌うもの，２人で手を合わせて遊びながら歌うもの，複数

の人数で縄跳びをしながら歌うもの，という３つのわらべうたが掲載されている。

わらべうたのもつ特性上，歌いながら遊ぶ活動が学習の中心になるが，ここではあらためて，

我が国や郷土の音楽に無理なく親しんでいくことができるようにするために，「この学習で押さ

えたい学習内容は何か」，「それらが他の教材とどのようにつながっていくのか」といった観点で，

わらべうたを見直してみたい。

２　「我が国や郷土の音楽」を取り上げる際のポイント

絵描き歌 縄跳び歌

“ぼく たーぬき” の部分では，
しっぽの部分を描くタイミング
に合わせて，言葉を自由に伸ば
して歌っている。

歌に合わせて縄を跳んだり回し
たりするため，児童は自然に拍
を感じ取っている。



9２　「我が国や郷土の音楽」を取り上げる際のポイント

　わらべうたの教材性について

遊びを通して，我が国や郷土の音楽のもつ雰囲気や表情などに無理なく親しむことができ
る，わらべうたの教材性を何点か挙げてみよう。

・曲がコンパクトなため，短時間で歌ったり覚えたりすることができる。

・音域が限られているので，児童に無理のない音の高さ（声域）で歌うことができる。

・使われている音の数が少ないものが多く，楽器で演奏する際も負担が少ない。

・数人で遊んだり歌ったりする活動を通して，無理なく拍を感じ取り，共有することができる。

・わらべうたで遊んだり歌ったりする活動を通して，我が国の音階など伝統的な音感覚を
養うことにつながる。

２　「我が国や郷土の音楽」を取り上げる際のポイント

手遊び歌

低学年のころから，我が国の音楽がも
つ雰囲気に親しんでおくと，３〜５年生
の音楽づくりの学習（旋律づくり）を行
う際に，我が国の音楽らしさをもつ旋律
づくりをするための素地となる。

歌いながら友達と手遊びをしたり，だんだん速
くしていったりする遊びを通して，いろいろな
音楽を形づくっている要素の働きが生み出す
面白さなどを自然に感じ取ることができる。

旋律や音階が
生み出す我が国の
音楽の感じに
自然に親しむ。

わらべうたで遊ぶ活動を通して



10

４年生の器楽の学習で，箏
そう（こと）

を旋律楽器として取り上げる
●「さくら さくら」（p.50）と関連させる事例
ここでは，４年生の歌唱共通教材「さくら さくら」と関連付けて，歌の旋律を箏で演奏する

学習を進める際の留意点について考えていきたい。

　箏の調弦と歌唱の楽譜について

教科書p.50の「さくら さくら」の楽譜は，歌い出しの音がイ・（第２間の位置）で書かれ
ている。これは，児童の声域を考慮したことと，臨時記号を使わないで楽譜を表記するこ
とをねらったたためである。その音階を箏の調弦で示すと以下のようになる。（調弦は一の音
をホ
・
にしたもの）

一方で，箏を楽器単体で演奏する際，多くの場合，調弦は一の音をニ・にした次のような
ものになる。

箏はもともと，柱
じ

の位置を移動させることで，一緒に演奏する楽器や声の高さなどに応
じて基準となる音の高さを容易に変えることができる楽器である。その特徴を把握しておき，
箏の演奏と一緒に「さくら さくら」を歌う場合には，児童の声域などの実態に合わせた音
の高さで調弦するようにしたい。

 活動 １ 　「さくら さくら」を歌い，旋律や音階が生み出す感じを確かめる。
●授業の導入として，「さくら さくら」を歌い，日本の音階による旋律であることを感じ取る。

 活動 ２ 　基本的な箏の演奏の仕方を知る。
●座り方や爪のはめ方を知る。（５年生p.66の紙面を活用して指導する。もしくはゲストティ

ーチャーなど外部の専門家に依頼する。）

●七の弦だけを弾いたり音階の音を順番に弾いたりして，音色に親しむ。

 活動 ３ 　音色を楽しみながら，箏を演奏する。
●階名唱と同じ要領で，弦の名前で歌いながら弾く。

※「ツン ツン テーン」といった唱
しょう

歌
が

（口唱歌）は，

　児童の負担にならないように，学校や地域の実態に応じて活用する。

七　七　八〜
七　七　八〜
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 ３年生での箏の取扱いの案 
教科書では３年生でリコーダーの学習を取り上げているため，それに加えて和楽器を取り上げ

る場合は，児童への負担を考慮する必要がある。例えば，２年生で既習の「なべ なべ そこ ぬけ」

のような隣り合う３音からなるわらべうたは，多くの時間を割かずに，箏という楽器やその音色

への関心や親しみをもたせることができる。

〈教科書５年の「こ・と・に親しもう」のページ　p.66 〜 67〉
この楽譜は，４年生の「さくら さくら」の歌唱教材と一緒に歌われる可能性を考慮し，
楽譜の音の高さは，一の音をホ・にしたものを掲載している。

活動３は実態に応じて，隣り合った弦のみで演奏することができる最初の６小節
だけを演奏するなど，児童の負担にならないように配慮したい。
また，姿勢に気を付ける，楽器をまたがないといった，最低限の心構えや礼儀，
日本人が大切にしてきた習慣などについて，ゲストティーチャーから紹介してもら
うのもよいだろう。

授業で箏を１面しか使えないときの工夫

本資料の裏表紙の写真は，実際の箏と同じサイズのものである。その「紙のおこと」
を活用するアイディアが考えられる。
箏を演奏する順番を待っている児童は，この「紙のおこと」を用いて弦の位置や
並び順を確認し，弦の名前で歌いながら演奏するまねをする。いわばイメージトレ
ーニングに近いものだが，こうした活動を取り入れることで，実際に箏を演奏する
順番が回ってきたときにも，より短時間で取り組むことができるようになる。

Point

アイディア
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４年生の鑑賞の学習で，民謡の歌い方の視点を取り入れる
●「ソーラン節」「南部牛追い歌」（p.44）
本教材では，「拍にのったリズムで歌われる曲」と「拍のない自由なリズムで歌われる曲」の

比較鑑賞の視点で，２つの民謡が取り上げられている。教科書の挿絵には，複数の人が力を合わ

せて作業をしているものと，荷物を牛に運ばせながら１人でのんびりと歩いているものが描かれ

ており，そうした生活や文化が背景となってこれらの民謡が生まれたことを示している。同じ「仕

事をする際に歌われる曲」であっても曲想が異なること，また，それを生み出している「音楽を

形づくっている要素」の働きが何かに気付くことができるように構成されている。

こうした拍の有無が生み出す曲想の違いを感じ取る学習に加えて，旋律の音の動きや民謡の歌

い方の特徴にも注目して学習することが考えられる。

 活動 １ 　「ソーラン節」や「南部牛追い歌」が生まれた背景を知り，曲想を感じ取りながら聴く。
●どんな仕事をしながら歌われていた曲かを知り，その様子を想像しながらそれぞれの民謡を聴く。

●拍を手拍子で打ったり歌を口ずんだりしながら２曲を聴き比べ，拍の有無の違いが生み出す

それぞれの曲のよさや面白さを感じ取る。

 発展的な扱い 　旋律の音の動きや歌い方の特徴に気を付けて聴く。
●旋律の音の動きを手や指で線を描くように表したり歌い方をまねして口ずさんだりしながら，

それぞれの曲の始めの部分を聴く。

※児童の意見をクラスで共有する際には，必要に応じて，右ページの例のような掲示物を準備

し，旋律の音の動きを目からも確認できるようにするとよい。



13２　「我が国や郷土の音楽」を取り上げる際のポイント

 活動 ２ 　それぞれの曲の特徴について話し合い，曲全体を味わって聴く。
●グループに分かれ，自分が気付いた曲の特徴や歌い方の工夫などについて意見を交流する。

●友達の意見を踏まえながら，あらためて曲を聴く。

●グループごとに，それぞれの曲の「紹介したいポイント」を３つ程度にまとめて，クラス全

体で発表する。

●クラス全体で２曲を通して聴き，それぞれの曲の魅力や，演奏のよさを味わう。

 発展的な扱いのヒント 
物売りの声の「い〜しや〜きいも〜」や，相撲の呼び出しの「ひが

〜し〜　△△△　に〜し〜　●●●」といった，身近な身の回りの声

の表現は，わらべうたと同じように日本の音階の一部を使っている

旋律であるとも考えられ，拍のない自由なリズムによる表現でもある。

こうした「拍のない」ものは，郷土芸能や民謡につながる要素をもっ

ている。例えば，こうした「声による表現」を即興的に自らつくり楽

しむ活動と，拍のない自由なリズムで歌われる民謡を鑑賞する学習と

を関連付けることも考えられる。

また，「自分が住む地域には，どんな声の表現があるのだろうか」，「自

分の郷土にはどんな音楽があるのだろう」といった，生活や社会の中

の音や音楽について興味・関心をもたせることも考えられる。

我が国や郷土の音楽に親しみや愛着をもてるようにする学習は，自

国の文化を大切にする心を育て，ひいては，世界のいろいろな国の音

楽や文化を大切にする態度を養うものである。

教科書p.45のような参考曲を取り上げる場合は，比較する鑑賞学

習に加えて，音や音楽と人々の生活や文化などの音楽の背景との関
わりについて考えるといった音楽的な見方・考え方を働かせることで，
音楽のみにとどまらず，その国の文化などにも興味・関心をもたせる

ことができる。そうした学習を行う際は実態に応じて，総合的な学習

の時間や社会，英語など，他教科との連携を図ることが重要である。

掲示物の例

ソーラン節の例

南部牛追い歌の例

身の回りにある
声の表現との関連

諸外国の音楽への
関心や理解を育む
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５年生の音楽づくりの学習で，箏
そう（こと）

を取り上げる
●「音階の音で旋律づくり」（p.44）
４年生の器楽の学習において，旋律楽器として箏を取り上げた場合，授業時数の少ない高学年

では，児童の負担を考慮し，音楽づくりの学習の中で箏を取り上げることが考えられる。

本教材は，リコーダーを活用して旋律をつくる学習を想定しているが，ここでは発展的な扱い

として，新たに簡単な伴奏の旋律をつくり，そのパートを箏で演奏する展開を考えたい。

教科書の活動文3に続いて以下のステップを追加する。

 箏を取り入れる発展的な扱いの例 　
●音階の音の中から，音を２つ，もしくは３つ選び，　●

タン

●
タン

●
タン

・
（ウン）

｜｜のリズムで１小節分の旋律

をつくる。

●その旋律を繰り返して伴奏パートとして，箏で演奏する。

●つくった２小節の旋律（リコーダー）と伴奏パート（箏）を重ねて演奏する。

・伴奏の旋律をつくるときの約束事として，隣り合う弦から音を選び，終わりの音
をミかシにするようにすると，我が国の音階でつくった旋律の感じを出しやすい。
・リコーダーと箏を重ねて演奏することで音の重なりが生まれ，「自分で旋律をつくっ
た」という満足感だけでなく，音楽の豊かさを感じ取れる。
・児童や学校の実態に応じて，つくった２小節の旋律パートも箏で演奏する活動が
考えられる。

Point
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中学校との学習のつながりや連携のあり方を考える
中学校の新学習指導要領では，器楽の指導における配慮事項として，「第３ 指導計画の作成と

内容の取扱い」の ２（３）において，

イ　生徒や学校，地域の実態などを考慮した上で，指導上の必要に応じて和楽器，弦楽器，

管楽器，打楽器，鍵盤楽器，電子楽器及び世界の諸民族の楽器を適宜用いること。なお，

３学年間を通じて１種類以上の和楽器を取り扱い，その表現活動を通して，生徒が我が

国や郷土の伝統音楽のよさを味わい，愛着をもつことができるよう工夫すること。

と示されている。

和楽器を取り扱う際には，小学校と同様に，知識や技能の習得に偏重することなく，「その表
現活動を通して，生徒が我が国や郷土の伝統音楽のよさを味わい，愛着をもつことができるよう」
に配慮する観点が新たに示されている。

そうした趣旨も踏まえて，指導計画を立てる際には，地域の中学校ともできるだけ連携を図り，

小学校段階で想定しうる学習をあれもこれもと無理に詰め込むのではなく，「本校，本地域では，

中学校を卒業するまでにどのように和楽器の学習を取り入れ，我が国や郷土の音楽に愛着をもた

せていくのか」といった視点からも検討するようにしたい。

次代の音楽文化の担い手となる児童・生徒が，無理なく，我が国や郷土の音楽に愛着をもつこ

とができるような指導方法の工夫が求められている。

　「終わりの音」の大切さ

教科書に示された「旋律の終わりの音」が，ミとシになっていることの理
由を実感するために，「さくら さくら」を歌って確かめる方法が考えられる。
歌ってみると，フレーズの終わりの音が，シのとき，ファのとき，ミのときとで，「終
わる感じがする」「続く感じがする」などの曲想の違いを感じ取ることがで
きるだろう。終わりの音の違いが生み出す雰囲気の違いについて児童と一緒
に確認することで，「終わりの音」を選ぶことの大切さに気付くことができる。
また，我が国の音階の音を使って旋律をつくる学習を進める際には，西洋
音楽で使われている調でつくられた楽曲がもつ雰囲気と比べるなどしながら，
我が国の音楽がもつ雰囲気のよさや違いを感じ取っていけるように，指導を
工夫したい。

Point
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